
























































































































































































































天武 考 ･略解 ･井上氏新考 ･全釈 ･総釈
豊田氏説 ･石井氏古典考究 ･佐々木氏




















































































































































































































































































































































































































ことなく また還り見む (27 人麿)
--音のみも名のみも絶えず 天地のいや遠
長く 偲ひゆかむ-- (196 人麿)






















































代｣と ｢古｣は同一なのか ? ｢古｣は､入代に
くだった ｢古代｣の意か? 前者です｡その明証
を主題歌が提供してくれたのです｡
以上のようにして､｢古｣は ｢神｣､｢今の現｣は
｢山｣､の連関において歌われています｡｢古ゆ今
の現に｣は ｢見る人ごとに｣を言っているのでは
ありません｡｢古ゆ今の現に｣と ｢懸けて偲はめ｣
の時制の問題も解消しました｡問題点は､(1)ばか
りか､(2)ち(3)も同時に解消し果てました｡
なお一言します｡長歌と第1反歌の関連を最初
に言い､立ち入った論証もいたしました｡しかし､
第2反歌を全体の連関に入れなかったら片手落ち
です｡二上山の嘆賞すべき｢今の現｣を歌いあげ､
もっぱら ｢山から｣の称賛に当てたのが第2反歌
です｡反歌を第1､第2と並べて､はじめて長歌
との照応を完成しえたのです｡
注
① ヲヲシトは｢雄々しと｣､ウツセミは三山が姿
をとった ｢山容｣と私解します｡その詳細は万
葉省察(1)の拙稿を参照願うにとどめます｡
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